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生理学的、解剖学的および肺胞死腔換気率

をそれぞれx，Y， Zとする。従来x=y+zとされ

てきた。そして動脈血、肺胞気(終末呼気)

および平均呼気の炭酸ガス分圧をそれぞれa，

b，およびCとする。

X=(a-c)/a 

Y = (b・c)/ b 

z = (a -b) / a 

上記の三式からa，b，cを消去すると

x =Y + Z -Y* Zとなる。またこの式は

(1-X) =(1-Y) (1-Z)と変形できる。

すなわち、生理学的換気効率は、解剖学的換

気効率と肺胞換気効率の積として表すことが

できる。そしてこの式からZ= (X -Y)/(l -

Y)が導かれる。分子、分母に一回換気量 VT

を乗ずると、分子は (X-Y)* VTすなわち肺

胞死腔換気量、分母は (1・ Y)*VTすなわち

一回肺胞換気量となる。

したがって肺胞死腔換気率は、肺胞死腔換気

量を一回換気量ではなく、一回肺胞換気量で

除した値でなくてはならない。

一197-

具体例を挙げる。今、 a，b， cをそれぞれ

50mmHg， 40mmHg， 28mmHgとする。

X = (50-28) / 50 =0.44 

Y = (40噌 28)/40 =0.3 

Z = (50-40) / 50 =0.2となる。 X=Y+Zの

単純加算でなく、 0.44=0.3+0.2-0.3 * 0.2に

一致する。そして、一回換気量を500mlと

すると、

280/ 500 = 150 / 500 +70 / 350 

ー (150/500) * (70/ 350)となる。

肺胞死腔換気率0.2は肺胞死腔換気量70ml

の一回換気量500mlでなく一回肺胞換気量

350mlに対する比であることがわかる。
結論

1)肺胞死腔換気率は

voal/ VTではなくvoal/vrlである。
2) vo向/VT = voan/ VT + VOal/ VTは誤り
で、

voPhy / VT = voan / VT + VOal/ vrl 

-voan / VT * VOal / Vtal 

が正しい。

そしてこの式は

(1・voPhy/ VT) = 

(1・voan/ VT) (1・voal/ VT勺
にできる。




